
垂直離着陸機ＭＶ２２オスプレイの伊江島での訓練を直ちに中止し、

オスプレイの沖縄配備撤回・撤去を求める抗議決議

　沖縄全島で湧き上がる沖縄御万人（ウマンチュ）の怒りと抗議の声を無視し、日米両政府は、２０１２年１０

月の１２機に続く昨年９月の１２機、計２４機の垂直離着陸機ＭＶ２２オスプレイの普天間基地への配備を強

行した。さらには今年から２０１６年にかけて嘉手納基地への空軍仕様ＣＶ２２オスプレイの配備計画も推し

進めようとしている。また日本政府も、今年度から５年間の中期防衛力整備計画（中期防）で、オスプレイ１７

機の自衛隊購入を明記している。

　昨年２月、米カリフォルニア州で行われた日米共同訓練では、陸自隊員が初めてオスプレイに搭乗した

離島奪還作戦がおこなわれ、同じく昨年１１月には、沖大東島で陸・海・空自衛隊約３万４０００人を総動員

した過去最大規模の離島奪還作戦が展開され、実質上、尖閣諸島領有を巡る中国との軍事緊張を一挙に

高めている。

　ここ伊江島では、一昨年１０月のオスプレイ沖縄配備以降、北部訓練場とともに一挙に訓練が激化し、離

着陸や旋回飛行や低空飛行が繰り返されている。離着陸訓練では周辺集落を覆い隠す広範な粉じんが

舞い上がり、牛舎では死産も見られるなどかつてない程の住民生活・農作物・畜産への著しい被害がもた

らされている。さらには、オスプレイ特有の低周波重低音による騒音被害、とくに夜間訓練による生活破壊

は、住民の健康被害への影響を拡大している。しかも伊江島補助飛行場の使用時間は、１９７２年時の「日

米合意」による「午前６時から午後１１時」のままであり、「午後１０時」までとした１９９６年騒音防止協定の適

用すら除外されている。

伊江島は戦後６８年たった今日なお島の３５．２％を基地に占められ、ＳＡＣＯ合意によるパラシュート降

下訓練移転、重量物投下訓練、さらには垂直離着陸戦闘機ハリアー機などによる空地対射爆撃訓練など

も実施されている。政府が「沖縄基地の負担軽減策」のひとつと大宣伝している普天間基地所属ＫＣ１３０

空輸機の岩国基地移転でも、伊江島での訓練継続は容認している有様である。また、ＡＶ８ハリアーの後

継機であるＦ３５戦闘機の２０１７年までの配備計画もあり、オスプレイによる訓練激化とともに新たな基地負

担の強化がもくろまれている。ましてや辺野古の海を埋め立てた新たな巨大軍事基地ができると今以上の

演習激化が想定されることはいうまでもない。

　昨年１月、オスプレイ配備撤回と米軍普天間飛行場の県内移設断念、日米地位協定改定を求める県議

会議長と全沖縄４１市町村長・議会議長自署捺印の「建白書」を携えた「オール沖縄」での東京総行動・総

理直訴が展開された。だが政府の対応は、一般の配布文書扱いにして来年３月末には廃棄するという。こ

んな理不尽なやり方はない。「沖縄基地の負担軽減に努める」「丁寧に理解を求める」という政府の言い訳

は全くの県民だまし、国民だましの手口だ。断じて容認できない。

　私たちは昨年に続きこの伊江島で抗議集会をもった。要求実現まで何度も、何回でも抗議の声を上げ続

ける。日米両政府は、垂直離着陸機ＭＶ２２オスプレイの伊江島での訓練を直ちに中止し、オスプレイを沖

縄から撤去せよ。同時に、１月１９日の名護市長選挙・稲嶺ススム市長の再選で再び確立された民意をしっ

かりと受け止め、辺野古への新基地建設を直ちに断念し、米軍普天間基地を閉鎖・撤去するよう強く要求

する。 

　　以上、決議する。 
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